
二
〇
二
〇
〇
七
二
一
号 

№
一
〇
四
号

・

▽
今
年
も
大
雨
の
被
害
が
九
州
地
方
広
範
囲 

に
と
ん
で
も
な
い
雨
量
に
よ
る
浸
水
被
害
が 

発
生
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
も
依
然
感
染
者 

も
微
増
し
て
来
て
い
る
現
状
。
地
震
に
し
て
も 

日
本
は
じ
め
世
界
的
に
休
む
事
を
知
ら
ず 

揺
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
、
ど
う
な
っ
て
行
く 

の
か
不
安
で
あ
る
。
国
際
的
に
見
て
も
中
国
の 

横
暴
さ
が
我
が
国
の
領
有
を
脅
か
し
て
い
る
。 

そ
の
現
状
を
満
足
に
理
解
し
て
い
る
の
か
、
政 

治
家
の
皆
様
は
、
党
を
二
つ
一
つ
に
、
名
前
を 

ど
う
す
る
こ
う
す
る
議
論
。
▽
も
っ
と
、
政
府 

を
追
及
す
る
ば
か
り
で
な
く
も
う
少
し
国
益 

に
沿
っ
た
考
え
方
を
与
野
党
一
丸
と
な
っ
て 

や
ら
な
く
て
は
我
が
国
、
日
本
は
迷
走
す
る
国 

に
な
り
、
災
害
発
生
と
同
時
に
他
国
に
占
領
さ 

れ
る
危
機
感
を
覚
え
る
。
▽
も
う
少
し
ビ
ジ
ョ 

ン
が
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
平
和 

な
国
に
な
っ
て
し
ま
い
人
の
痛
み
を
感
じ
な 

く
な
り
、
閉
鎖
的
な
自
己
主
張
の
強
い
国
民
を 

創
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
気
が
す
る
。 

▽
そ
の
様
な
事
ば
か
り
考
え
て
い
る
と
、
お
前 

も
そ
う
だ
。
と
言
わ
れ
る
事
が
恐
ろ
し
い
。 

今
年
は
、
こ
れ
以
上
様
々
な
災
害
が
起
こ
ら
な

い
事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
そ
の
為
に
も
備

え
が
大
事
。
し
っ
か
り
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
我
々
の
砕
石
を
是
非
、
使
っ
て
頂
き
た

い
。 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

 

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
令
和
2
年
度
採
石
業
務
管
理
者
の
試
験 

実
施
要
項
に
つ
い
て 

日
時 

令
和
二
年
十
月
九
日 

午
前
十
時
～ 

実
施
機
関 

各
振
興
局 

産
業
振
興
部
商
工
労
働
課 

願
書
受
付
期
間 

八
月
十
九
日
～
九
月
九
日 

受
験
手
数
料 
八
一
〇
〇
円 

 

②
北
海
道
砕
石
だ
よ
り 
№
一
三
八
発
行 

令
和
二
年
度
砕
石
関
連
三
団
体(
「
北
海
道
国

有
林
採
石
協
会
」「
北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連

合
会
」
「
一
社
・
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方

本
部
」) 

の
各
通
常
総
会
が
五
月
二
十
日
に 

協
会
事
務
所
会
議
室
で
開
催
を
掲
載
。 

 

③
経
済
産
業
省
か
ら
火
薬
類
の
管
理
徹
底
に 

つ
い
て
通
達
が
在
り
ま
し
た
。
平
成
30
年
、 

令
和
元
年
全
国
各
地
で
豪
雨
や
台
風
等
に
よ 

る
多
数
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
薬
類 

取
締
法
に
基
づ
き
製
造
、
貯
蔵
、
消
費
及
び 

廃
棄
の
各
段
階
に
お
い
て
適
切
な
管
理
が
求 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
保
管
状
況
を 

再
確
認
す
る
な
ど
し
て
管
理
の
徹
底
を 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

④
令
和
二
年
度 

 

採
石
災
害
防
止
技
術
指
導
の
実
施
に
つ
い
て 

◎
本
年
度
、
函
館
支
部
会
員
事
業
所
で
あ
る 

鉄
山
協
和
組
が
積
極
的
に
対
応
し
て
下
さ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

日
程
は
、
九
月
十
五
日
午
前
中
と
の
事
で
す 

こ
の
技
術
指
導
は
、
採
石
災
害
防
止
技
術
指

導
員
が
主
体
と
な
り
、
岩
石
採
取
場
で
担
当

者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
採
石
技
術
指

導
基
準
書(

平
成
15
年
版)

に
基
づ
い
て 

 

採
掘
・
破
砕
・
及
び
選
別
、
排
出
水
処
理
、

廃
土
石
更
に
、
排
石
処
理
、
採
掘
終
了
時
の

措
置
等
採
取
場
の
全
般
に
於
い
て
指
導
を 

受
け
る
も
の
で
す 

 
 道

南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会
動
向 

 

①
巡
回
指
導
の
日
程
に
つ
い
て 

事
務
局
に
て
渡
島
総
合
振
興
局
と
の
日
程
調

整
の
結
果
本
年
度
は
、
左
記
日
程
で
決
定
い

た
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。 

◎
九
月
一
日
㈫ 

十
一
時
か
ら 

・
福
島
町 

吉
岡
砕
石
工
業
㈱ 

 
 

◎
九
月
二
日
㈬ 

十
時
半
よ
り 

・
森 

町 

㈲
明
和
砕
石 

・
七
飯
町 

㈱
七
飯
砕
石
工
業 

・
七
飯
町 

㈲
松
田
砕
石 

・
函
館
市 

桔
梗
石
材
工
業
所 

◎
九
月
四
日
㈮ 

十
時
半
よ
り 

・
函
館
市 

下
海
岸
砂
利
工
業
㈱ 

・
函
館
市 
㈲
臼
尻
物
産 

◎
鉄
山
協
和
組
は
技
術
指
導
の
中
で
実
施 

◎
本
年
度
は
、
密
集
を
回
避
す
る
観
点
か
ら

理
事
長
・
専
務
理
事
・
緑
化
対
策
正
副
委
員

長
と
事
務
局
計
５
名
に
て
実
施
す
る
事
と 

致
し
ま
し
た
。 

        
 

 

②
熱
中
症
に
注
意 

 

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
条
件
は
、
環
境
・
行
動 

身
体
の
調
子
に
よ
る
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

そ
れ
ら
の
中
で
様
々
な
要
因
が
、
身
体
の
調
整

機
能
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
熱
中
症
に
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。 

◎
環
境
面
と
し
て 

 

気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
、
風
が
弱
い
、 

 

締
め
切
っ
た
屋
内
等
が
あ
り
ま
す
。 

◎
行
動
面
と
し
て 

 

激
し
い
労
働
や
運
動
、
長
時
間
の
屋
外
作
業

等
が
あ
り
ま
す
。 

◎
カ
ラ
ダ
の
面
と
し
て 

 

持
病
が
あ
る
、
低
栄
養
状
態
、
二
日
酔
い 

 

寝
不
足
と
言
っ
た
体
調
不
良
が
あ
り
ま
す 

 

・
正
常
な
体
温
調
節
機
能
が
出
来
て
い
る
と
、

体
温
が
上
昇
し
て
も
、
調
節
機
能
が
働
い
て
カ

ラ
ダ
か
ら
熱
を
逃
が
し
ま
す
。 

調
節
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
の
破
綻
が
起
こ
る
と
、

体
温
の
上
昇
と
調
節
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
ど
ん
ど
ん
カ
ラ
ダ
に
熱
が
溜
ま
っ
て
熱
中

症
に
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
同
様
に

注
意
し
て
下
さ
い 

  


